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演習問題 1 
(1) クエリを使って名簿番号、氏名、シメイを表示し、シメイを昇順で並べ替えてくださ

い。 

① 新しいクエリを作成します。[作成]タブの[クエリ]にある[クエリデザイン]を選択し

ます。 

② [名簿]を選択してから[追加]をクリックし、テーブルを追加します。 

③ [閉じる]をクリックし、ダイアログボックスを閉じます。 

② 

③ 

図 2 テーブルの追加 

図 1 クエリの作成 
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④ [名簿]の[名簿番号]・[氏名]・[シメイ]をそれぞれダブルクリックします。すると、

下部の[フィールド]部分にフィールド名とテーブル名が自動で入力されます。 

⑤ シメイの[並べ替え]を[昇順]に変更します。 

⑥  [デザイン]タブにある[実行]をクリックします。 

 

図 3 クエリの設定 

④この部分の 

名簿番号・氏名・シメイを

それぞれダブルクリック 

⑤シメイの[並び替え]を

[昇順]に変更 

⑥ 
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⑦ シメイを昇順で並び替えた結果が表示されます。結果が確認できたら、クエリに名

前を付けて保存しておきましょう。クエリのタブで右クリックをすることで、クエ

リの保存ができます。解説では「演習問題 1(1)」と名前を付けます。 

 

 

  

図 4 演習問題 1(1)の結果 

クエリのタブで 

右クリック 

図 5 クエリの保存 
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(2) クエリを使って、生年月日が 1980 年より前の人のみを表示してください。表示する内

容は名簿番号、氏名、生年月日です。 

① (1)同様、新しいクエリを作成します。[作成]タブの[クエリ]にある[クエリデザイン]

を選択します。 

② [名簿]を選択してから[追加]をクリックし、テーブルを追加します。 

③ [閉じる]をクリックし、ダイアログボックスを閉じます。 

② 

③ 

図 7 テーブルの追加 

図 6 クエリの作成 
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④ [名簿]の[名簿番号]・[氏名]・[生年月日]をそれぞれダブルクリックします。すると、

下部の[フィールド]部分にフィールド名とテーブル名が自動で入力されます。 

⑤ 生年月日が 1980 年より前の人を表示するために、条件を追加します。 

生年月日の[抽出条件]に、「<19800101」と入力します。こうすることで、1980 年

1 月 1 日より前に生まれた人のみを表示させることができます。 

⑥  [デザイン]タブにある[実行]をクリックします。 

  

④この部分の 

名簿番号・氏名・生年月日を

それぞれダブルクリック 

⑤生年月日の[抽出条件]に

「<19800101」と入力 

⑥ 

図 8 クエリの設定 
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⑦ 生年月日が 1980 年より前の人が表示されます。結果が確認でき 

⑧ たら、(1)と同様クエリに名前を付けて保存しておきましょう。解説では「演習問題

1(2)」と名前を付けます。 

  

図 9 演習問題 1(2)結果 
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(3) クエリを使って、名簿にある男性の現在利用可能な連絡先を表示してください。表示

する内容は名簿番号、氏名、性別、連絡先です。 

この問題では、2 種類の方法があります。テーブルを 2 つ利用する方法と、テキスト

で使用したクエリを利用する方法です。 

 

A) テーブルを 2 つ利用する方法 

① [作成]タブの[クエリ]にある[クエリデザイン]を選択し、新しいクエリを作成します。 

② [名簿]と[連絡先]のテーブルを選択し、[追加]をクリックした後、[閉じる]をクリッ

クします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 10 クエリの作成 

図 11 テーブルの追加 
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③ [名簿]にある[名簿番号]・[氏名]・[性別]と[連絡先]にある[連絡先]・[利用]をそれぞ

れダブルクリックし、下部の[フィールド]部分に追加します。 

④ 性別の[抽出条件]に「=男」を、利用の[抽出条件]に「=Yes」を入力します。 

⑤ 利用の[表示]のチェックマークを外します。 

⑥ [デザイン]タブにある[実行]をクリックします。 

⑦ 現在利用可能な男性の連絡先が表示されます。結果が確認できたら、クエリに名前

を付けて保存しておきましょう。解説では「演習問題 1(3)A」と名前を付けます。 

図 12 クエリの設定 

③ 

④ ④
⑤ 

⑥ 

図 13 演習問題 1(3)A 
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B) テキストで使用したクエリを利用する方法 

この方法では、テキストで作成した「名簿(2020 年 10 月 1 日)」のクエリを使用し

ます。 

① [作成]タブの[クエリ]にある[クエリデザイン]を選択し、新しいクエリを作成します。 

② [クエリ]タブを選択し、「名簿(2020 年 10 月 1 日)」を選択したあと[追加]をクリッ

クして[閉じる]をクリックします。 

図 14 クエリの作成 

図 15 クエリの追加 
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③ [名簿]・[氏名]・[性別]・[連絡先]をそれぞれダブルクリックして、下部の[フィール

ド]部分に追加します。 

④ 性別の[抽出条件]に「=男」を入力します。[利用]については、すでにテキストで「Yes」

のもののみを抽出しているため不要です。 

⑤ [デザイン]タブにある[実行]をクリックします。 

⑥ A)と同様の結果が表示されます。 

  

⑤ 

③ 

④ 

図 16 クエリの設定 

図 17 演習問題 1(3)B 
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演習問題 2（応用編） 
(1) 配布資料「access_data_for_practice2.xlsx」のデータを Access へインポートし、テー

ブルを作成してください。 

データ出典：人口推計（総務省）を基に加工 

 

① 『外部データ』のタブをクリックし『新しいデータソース』の項目内にある

『ファイルから』 → 『Excel』をクリックします。 

 

  

図 19 エクセルファイルのインポート 

図 18 配布資料の内容 
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② 事前に保存していたサンプルファイル（access_data_for_practice2.xlsx）を

選択し、『現在のデータベースの新しいテーブルにソースデータをインポート

する』を選択して[OK]をクリックします。 

 

③ 図 21 のようなウィンドウが出たら[OK]をクリックします。 

 

図 20 サンプルファイルの選択 

図 21 インポートウィザード 
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④ その後『先頭行をフィールド名として使う』のチェックボックスにチェック

をつけて[次へ]をクリックします。 

⑤ インポートを行うデータを設定する画面が表示されるので、それぞれの項目

を以下のように適したデータ型に設定して『次へ』ボタンを押します。 

 ID →『整数型』 

図 22 先頭行をフィールド名として扱うにチェック 

図 23 ID のデータ型 
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 全国・都道府県、男女別、人口 →『短いテキスト』 

 

 平成 17 年~令和元年 →『長整数型』 

 

図 24 全国・都道府県、男女別、人口のデータ型 

図 25 平成 17 年~令和元年のデータ型 
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⑥ 主キーを設定する画面が表示されますので『次のフィールドに主キーを設定

する』を選択し、右のコンボボックスから『ID』を選択し[次へ]をクリック

します。 

 

⑦ 最後にテーブル名を『日本の人口』とし、[完了]をクリックします。 

 

図 26 主キーの設定 

図 27 テーブル名の設定 
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⑧ インポートを確認し（図 28）、[閉じる]をクリックします。 

⑨ 『日本の人口』テーブルを開きます。図 29 のように表示できていれば完成

です。 

 

  

図 28 平成 17 年~令和元年のデータ型 

図 29 インポートしたテーブルの確認 
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(2) クエリを作成し、男性の総人口推計を表示させてください。 

① 『作成』のタブをクリックし『クエリ』の項目内にある『クエリデザイン』をクリッ

クします。その後『日本の人口』を選択し、[追加]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

② フィールドに項目をそれぞれ図 32 のように追加し、『男女別』の表示のチェックボッ

クスのチェックを外します。そして抽出条件に『=”男”』と入力します。同様に『人

口』の表示のチェックボックスのチェックを外し、抽出条件を『=”総人口”』に設定し

ます。これは、「男女別」フィールドの値が「男」かつ「人口」フィールドの値が

「総人口」のデータを抽出するために、抽出条件の同じ行内にそれぞれの条件を入力

図 30 クエリの作成 

図 31 テーブルの追加 
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しています。また、結果として表示する必要がないので、「男女別」の表示のチェッ

クボックスを外しています。 

 

③ 最後に実行をクリックします。 

 

④ 図 34 のような結果が表示されればクエリは完成です。 

図 34 作成したクエリの表示 

図 33 実行 

図 32 クエリの条件 
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⑤ 最後に、クエリの保存及びクエリ名を設定します。作成したクエリ１のタブ上で左ク

リックをし、[上書き保存]もしくは[閉じる]を選択します。名前を設定するウィンドウ

が表示されるので、演習問題 2(2)と名前をつけて保存します。 

 

 

  

① 

② 

図 35 クエリの保存方法 

図 36 クエリ名の設定 
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(3) クエリを作成し、「全国」を除く令和元年の各都道府県人口数を降順で表示させてくだ

さい。 

① (2)の①と同様の手順でクエリを作成します。 

② フィールドに『全国・都道府県』、『男女別』、『人口』『令和元年』を追加します。『全

国・都道府県』の抽出条件を『Not”全国”』に設定します。『令和元年』の並び替えを

『降順』に指定します。『男女別』の表示のチェックボックスのチェックを外し、抽

出条件を『=”男女計”』に設定します。『人口』の表示のチェックボックスのチェック

を外し、抽出条件を『=”総人口”』に設定します。 

 

③ 図 38 のような結果が表示されればクエリは完成です。(2)の③と同様の手順でクエリ

に演習問題 2(3)と名前を付けて保存してください。 

  

図 37 クエリの設定 

図 38 作成したクエリの表示 
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(4) 日本の人口推計グラフを作成してください。 

① (2)の①と同様の手順でクエリを作成します。 

② フィールドに『全国・都道府県』、『男女別』、『人口』、『平成 17 年』、『平成 22 年』、

『平成 27 年』、『平成 28 年』、『平成 29 年』『平成 30 年』、『令和元年』を追加しま

す。『全国・都道府県』の表示のチェックボックスのチェックを外し、抽出条件を『=”

全国”』に設定します。『男女別』の表示のチェックボックスのチェックを外し、抽出

条件を『=”男女計”』に設定します。『人口』の抽出条件を『=”総人口”』に設定しま

す。 

 

③ 図 40 のような結果が表示されればクエリは完成です。(2)の③と同様の手順でクエリ

に演習問題 2(4)と名前を付けて保存してください。 

 

④ 『演習問題 2(4)』のクエリを表示し、図 41 に示される赤枠①をクリックすること

で、抽出するデータを選択する。『外部データ』タブの『エクスポート』にある

『Excel』のボタンを押します。エクスポート先のフォルダおよびファイル名を指定

し、『OK』をクリックします。 

図 39 クエリの設定 

図 40 作成したクエリの表示 

図 41 エクセルファイルのエクスポート方法 

① ② 
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⑤ 出力したファイルを開いて、図 43 のようになっていることが確認します。確認でき

たら、グラフを作成して完成です。 

 

図 43 出力したファイル 

図 42 エクスポート先の指定およびファイル名の設定 

図 44 作成したグラフ 
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演習問題 3（応用編） 
(1) 「支店マスター」のテーブルを作成してください。テーブルの内容は表 1・表 2 を参

照してください。 

① [作成]タブにある[テーブルデザイン]をクリックし、新規テーブルのデザインビュ

ーを表示します。 

② [フィールド名]に「支店コード」と入力し、[データ型]を[オートナンバー型]に変更

します。 

③ フィールドプロパティから、[フィールドサイズ]を「長整数型」に、[新規レコード

の値]を[インクリメント]に、[インデックス]を[はい（重複なし）]に変更します。 

④ [ツール]にある[主キー]をクリックし、このフィールドを主キーに設定します。 

図 45 テーブルの作成 

④ 

③ 

② 

図 46 フィールドの設定 
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⑤ [支店名]・[電話番号]についても同様に入力します。 

⑥ 入力が完了したら、 [表示]の項目内にある[表示]の下三角をクリックし、[データシ

ートビュー]をクリックします。 

⑦ テーブルを保存する確認のダイアログボックスが表示されます。[はい]を選択しテ

ーブルを保存しましょう。解説では[演習問題 3(1)]と名前を付けます。 

⑧ テーブルの保存が完了し、[データシートビュー]が表示されたら、問題で指定され

た内容のデータを入力します。[支店コード]フィールドはオートナンバー型のため

自動で入力されるため、入力は不要です。 

図 47 データシートビュー 

図 48 テーブルの保存① 

図 50 テーブルの完成 

図 49 テーブルの保存② 
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(2) クエリを使って、「東京都の顧客リスト」を作成してください。顧客マスターの中から、

住所が東京都のもののみを表示します。表示する内容は顧客 ID、会社名、郵便番号、

住所、電話番号、FAX 番号です。 

① [作成]タブの[クエリ]にある[クエリデザイン]を選択し、新しいクエリを作成します。 

② [顧客マスター]を選択してから[追加]をクリックし、テーブルを追加します。 

③ [閉じる]をクリックし、ダイアログボックスを閉じます。 

図 51 クエリの作成 

② 

③ 

図 52 テーブルの追加 
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④ [顧客マスター]にある[顧客 ID]・[会社名]・[郵便番号]・[住所]・[電話番号]・[FAX

番号]をそれぞれダブルクリックし、下部の[フィールド]部分に追加します。 

⑤ 住所の[抽出条件]に「Like”東京都＊”」を入力します。 

⑥  [デザイン]タブにある[実行]をクリックします。 

⑦ 顧客マスターの中で東京都のもののみが表示されます。結果が確認できたら、クエ

リに名前を付けて保存しておきましょう。クエリのタブで右クリックをすることで、

クエリの保存ができます。解説では「演習問題 3(2)」と名前を付けます。 

 

  

④ 

⑤ 

⑥ 

図 53 フィールドの設定 

図 54 演習問題 3(2)結果 
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(3) クエリを使って、「売上一覧」を作成してください。表示する内容は表 3 を参照して下

さい。 

① [作成]タブの[クエリ]にある[クエリデザイン]を選択し、新しいクエリを作成します。 

② [売上]・[顧客マスター]・[商品マスター]・[社員マスター]を追加します。 

 

図 55 クエリの作成 

図 56 テーブルの追加 
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③ 問題で指定されたフィールドをそれぞれダブルクリックし、下部のデザイングリッ

ドに追加します。1  

④ [デザイン]タブにある[実行]をクリックします。 

  

                                                  
1 追加したテーブルが重なってしまい、見にくい場合は、移動させたいテーブルの上部

（テーブル名部分）を左クリックしながらドラッグすることにより、見やすい場所に移動

させることができます。 

図 57 フィールドの設定 

図 58 クエリの実行 
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⑤ 作成したクエリが表示されます。結果が確認できたら、クエリに名前を付けて保

存しておきましょう。 

  

図 59 クエリの実行結果 
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⑥ クエリのタブで右クリックをすることで、クエリの保存ができます。解説では

「演習問題 3(3)」と名前を付けます。 

図 61 クエリ演習問題 3(3) 

 

図 60 クエリの保存 
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